

































































語の書物を一七八〇年にアムステルダムで出版し、その中で、日 人は豪毅かつ禁欲的だ、しかも高い士気を保つという点がイギリス人と共通してい 、と肯定的に評価しております。しかし、 「日本人はア アのイギリス人である」と最初に唱えたのは、ルジュ ヌよりも先に、同じくカトリックの学僧シャルルヴォア（一六八二～一七六一） た。ただし、シャルルヴォアは日英共通の自死の伝統を 非キリスト教的な欠点と非難し でした。
一七七〇年代の世界を概観しますと、イギリスによってイ
ンドを追い出されたフランスは、 インド支配 批











と思います。しかも、島国日本は江戸時代から、蝦夷、ロシア、唐（支那） 、朝鮮 琉球、西欧諸国（西葡蘭英仏独） 、アメリカなどと、直接間接に接触・交流してきました。したがって、 「洋学」は「西洋」学ではなく「洋」学として、日本における複数の文明学となるはず す。とても不十分ですが、神田佐野文庫から選んだ、北方・アイヌ関係資料四点、蘭学資料一四点、英学資料二一点をこの文明交流史の視点から見ていきましょう。
洋学貴重資料展を北方・アイヌ関係資料から始めたのは、
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, 1719-23. 7 （
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によって、本文編『和蘭内景医範提綱』 （文化二年一八〇五刊）とともに、幕末まで解剖知識 普及に貢献 。著者宇田川榛斎（玄真、一七六九～一八三四）は玄随の死後、宇田川家を継ぎました。津山藩医の宇田川家は玄随、玄真（榛斎） 、榕菴（一七九八～一八四六） 、興斎（一八二一～八七）と四代にわたって江戸蘭学の本流をなす家柄です。興斎はあとで述べますよう 幕末英学の推進者として活躍しました。
本書の銅版製作者亜欧堂田善は松平定信に仕えた優れた銅
版師でした。書誌は次の通りです。
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人新井令恭鐫」 。 「題言三則」 （
2オ、訓点付き）の欄外に


































































































































デュキユの高山の麓で見かけた。目の前に現れた大きさといったら、この世にこれほど大きな木があろうとは信じられないほどだった。その太さはまるで塔の側にいるようだった。樹皮は白色がかっていた 恐ろしいほどの高さは、まるで雲の中に糸を天辺ま まっすぐに張ったようで、脇に一枝もなく、沢山 大鳥が巣作りをする見事な丸い樹頭のようだった。ジャワ人はこ 木 珍木と
©Kanda Sano Library, KUIS.







  Deze is een grootsten boom, ik heb 'er een boom gezien den 14 october 1786. 
op pondukje aan den voet van de groot berg, die my zo groot voorkwam dat ik 
nooyt zou wille geloven hebben, dat 'er zulke groote bomen in de wareld ［sic］ 
waren, zyn ditkte net of men by een toorn waren, de bast witagtig van koleur, 
zyn hoogte verschrikkelyk als in de wolken uystekende ［sic］ regt als een 
gespannen draat tot boven toe, nievers ［sic: nevens］ geen takken, als boven 
een schoon ronde kruyen ［sic: kruyn］, waar veel groote vogels in huys nesten, 
de Javanen bewaren deze boom voor rariteyt.
  Deze getekende tak is genomen van een kleine boom die in zyn bloemen was; 
bloem die purper van koleur is de vrouwelyk die de vrugten voortbrengt, de 
geel bloem is de manlyk die verdragen en afvallen, de vrugt is omtrent zo klein 
als 't hier verbeelt, B de 2 amandeltje dan malkander, C een amandeltje D de 
amandeltje die 'er binnen inzetten, is zeer lekker om te eten zyn. E 't zaad, F 
de schelpen van 2 amandeltje, G een stuk van de vrugt of groote schelp, 't hout 
van deze boom heeft een aangenaame reuk en is zeer verwerkbaar ［sic］, maar 
't word nooyt droog.

























aardigste oorlogsgebeurtenissen van 
het Iaar 1815 ）の全一四章（第一章ウィーン会議～第一四章




































aardigste oorlogsgebeurtenissen van het Iaar 
1815.　
n.p. n.d. ［
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条約が結ばれた。同盟諸国の軍隊はそれぞれの祖国に凱旋した。諸国民は自由の息吹を取り戻した。なぜならば、諸国の壊乱者ボナパルトはエルバ島に流刑の身となり、ルイ一八世は再び父祖の王座に就き、それによってフランスをしてヨーロッパと和解させたからである。ウィーンでは全欧列強会議が開かれることとなった 各君主自らが出席し 平和をさらに強固なもの し、各国の権益を強化するためである この華々しい会議は一八一四年秋に催された。ロシア皇帝とプロイセン国王 九月二五日にウィーンに入城 た。こ 日、参加者 数は実に一万人 多数に達し、一堂に会するこ ができず、夜は野営しなければならなかった。バイエルン、ヴュル
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 洋学貴重資料にみる絵と言葉―江戸から明治へ―




















































































/ van / Japansche / gew
assen. 」 （日本植物目録の意）と伊
藤圭介が朱書、ま 、一オに伊藤圭介が「此写本追々板行仕候得共／猶誤字多シ名疏等ニ而／相分りし分ハ御訂正可被致候」と朱書しています。 「名疏」とは景介の翻訳『泰西本草名疏』をさします。



































lijst van Japansche gew
assen （日本植
物目録）に挿入されていた書簡です 洋紙（一五七㎜× 〇一㎜）の両面 ペン書きされてい す。伊藤圭介が文政 〇年（ 八二七）九月九日から半年あまり滞在して長崎を去ったあと、シーボルトはもっぱらサイチこと佐之が頼りでした。一八二八年六月一八日までに、学名と和名の欄はほぼ完成し ようです。その後、漢名を付ける作業の途中でサイチが突然、帰国すると言い出したため、シーボルトは急 この督促状を書き送ったのでした。
この書簡により、シーボルトの日本植物研究の実態と賀来
佐之の知られざる貢献が明らかになりまし 。シーボルト事
©Kanda Sano Library, KUIS.
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件の発端となるコルネリス・ハウトマン号の座礁（一八二八年九月一七日）以前に書かれたものでしょう。
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a 27 dec: / 1857 / 
（
bokan ） ik heb deze beschryving / in bnkuw
 3 m
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 洋学貴重資料にみる絵と言葉―江戸から明治へ―
㎜四方） 、 「第二大学区第二十八中学区第九十四番成器小学」印（朱文 印） 福井県内務部第三課」印（朱文方印）が捺されています。
成器堂は天保一四年（一八四三）設立の勝山藩藩校。初代







となりましたが、翌慶応二年八月二八日に病死しました。朴仙が佐倉順天堂からもたらし、藩校成器堂に納めたポンペ解剖学講義録五巻には、さきほど述べたよう 儒教の根本道徳、仁義礼智信の五常が配されています。成器堂は父の儒医魯斎が私財をなげうっ その基礎をつくり、天保一四年（一八四三）に開 した藩校でした。佐 間象山はペリー来航以来、攘夷論に反対して、儒教主義に立つ西洋科学技術摂取を
©Kanda Sano Library, KUIS.


















































































































esteren, 1853.  （
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ou    speak     E
nglish      pretty
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ethod for those 
w
ho begin to learn the E
nglish language. Y
edo. A
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d       
Japanese. P
ublished by J. H
offm
ann, Japanese in-
terpreter to the governm
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his book belong to H
. tanabe 」の墨書があり
ます。
さらに、 「若狭国遠敷郡堤村桂」 「苗代益穏道人」 「南越産
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































左袋綴じ。図は下冊末尾の国名・国旗（多色刷り）を除いて茶色刷りです 版心「対訳名物図編」 。題簽 中央 「 〈英国〉
©Kanda Sano Library, KUIS.©Kanda Sano Library, KUIS.





































































































































































文部少助教内田嘉一誌并書」 。附言・目次 （一丁） 。
家屋部、屋財部、家具部、食器部、庖厨具、酒窖具、馬房具、工匠具、衣服類、村落部、園囿部の一一部門からなります。
下冊。三一丁。荘務部、家畜部、野獣部、学校部、要楽
部、游戯部、都街部、鉄道部、駕車 海洋 兵卒部の一一部門からなります。後表紙見返しに「 〈官版〉御用御書物師」として須原屋茂兵衛、山城 佐兵衛、岡田屋嘉七、和泉屋金右衛門、和泉屋市兵衛、紀伊国屋源 出雲寺万次郎の七名を掲げています。
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he kind of beggar. / T
he celebreted ［










































































ncient and / m
odern / V
arious U






































, / by / K
. S. O
kam













































































































































































































 house ） 、府庁（
T
ow













福田熊次郎」 。 「皇都出版社発兌」 。
©Kanda Sano Library, KUIS.





























研究教育機関は当初、準備段階で「洋学所」と呼ばれましたが、最終的に「蕃書調所」と正式に命名されました。文化八年（一八一一）天文台に置かれ高橋景保が主任をつとめ「蛮書和解御用」にならったものです。開国と言っても依然としてキリスト教禁 下ですので、当然 言えば当然ですが、 「蛮書」の歴史的意味は意外 深いものがあります。
　
蘭学はそもそも杉田玄白が『蘭学事始』で言うように、自称でした。国学者や儒者は「蛮学」と呼びました。オランダ語は「蛮語」 、蘭書は「蛮書」 、オランダ人 「蛮人」でした。「蕃書調所」頭取（校長）は蘭学者ではなく、儒者の古賀勤一郎でした。
しかし、幕府は文久二年（一八六二） 、西洋文明の本格的

































大震災で蔵書を焼失したあとの収蔵書であろう。ティチングは一七七九年から八四年にかけて三期、商館長を勤めた後、八五年から九二年までベンガル長官としてインドのチンスラに在勤。一七九三年にオランダ東インド会社の遣清大使として乾隆帝に謁見した。ティチングは自分の日本での見聞に基づき、本書の日本の風俗や芝居に関する記述を訂正した。巻末に「 は中国 奉使旅行中に通読した。暴論に過ぎるところがいくつもあったので、注を書き加えざるを得なかった。一七 六 一月一〇日、広東にて、
I. ティチング」と記している。一方、























































































































orphoses 1:111. ） 。
（
（1）蕃書調所が文久元年に復刻した活版
T
he E
lem
entary 
C
atechism
us. E
nglish gram
m
ar. は開成所に引き継がれ
て版を重ね、慶応二年には第五版を数えた。若林正治コレクションの第五版には「加州軍艦局文庫之記章」印がある。
（
（1）本書の原典は未詳。ドイツ語圏でフランス語や英語の単語を生徒に教授するために出版された、おそらくカラー石版図入りの教科書と推定される。
132
（
（1）俳句は上下二冊で、都合二〇句を掲げる。
（
（1）講演では時間的制約のため断片的な発言に終わった
ものを、以下に展開した。
